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トンボの研究～パート４～
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１ 研究の動機
ぼくは、トンボの研究を始めて４年目になる。１年生の時の調査結果から、東之池には

多くの種類のトンボが飛んでいることが分かった。それ以降、毎年東之池に生息している
トンボを調べている。昨年は今まで見掛けなかったトラフトンボとヨツボシトンボを見掛
けた。そこで、今年も今まで見掛けなかったトンボが飛んでいるか調査したいと思った。
また、昨年、初めてヤゴの羽化に成功したが、一度も羽化の様子を観察できなかった。

そこで、ヤゴが羽化を始めるタイミングを知りたいと思った。

２ 東之池に生息するトンボを調べる
＜方法＞同じ時刻に東之池の周辺を飛んでいるトンボを調査する。

・期 間・・平成２７年８月２９日～平成２８年８月６日
・時間帯・・午前１０時から午前１１時ごろにかけて

＜結果＞
分布図にまとめる。 分布図を表にまとめる。

【図１】今年初めて見掛けたトンボ 【図２】調査した日ごとの科名と種類の
数と天気・気温・湿度

・東之池では、４月の中旬にトンボ（イトトンボ科）が羽化していて、種類が変化しな
がら１１月上旬まで生息している（昨年の調査より）。
・トンボ科のトンボは、４月下旬に羽化していて、１１月上旬まで生息している。
（昨年の調査より）ギンヤンマ（ヤンマ科）は、５月頃から羽化していて、１１月上旬
になっても生息している。

・昨年は６月のみに見られたクロスジギンヤンマ（ヤンマ科）は、今年は４月に一度だ
け見られた。
・オニヤンマ、コフキトンボ、オツネントンボは、今年初めて見られた。
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３ 新しい疑問―トンボの種類の数が減るのは、何に関係があるかを調べる

＜予想＞ 夜から朝にかけて気温が下がること
や、湿度が高いことに関係があるだ
ろう。

＜方法＞ １０月４日から１０月１８日の最低気温と
湿度を調べる。

＜結果＞

＜まとめ＞
・最低気温は、上がったり下がった
りしながらだんだん下がってくる。
・気温の変化にともなって、トンボ
の種類も数も変わってくる。
・右の表からは、最低気温と湿度と
トンボの種類の数の関係は分から
なかった。

４ ヤゴが羽化を始めるタイミングを調べる
＜予想＞
昨年の観察から、えさを食べなくなったな、と思った

ら羽化したので、エサを食べなくなった数日後、羽化す
るだろう。
＜育てる方法＞
・住みか・・・池の水、も
・えさ・・・・ミミズ、メダカ
・ささえ・・・長めの枝、角柱の

ぼう葉

＜結果＞―ヤゴ１９匹分の一部

とった日 場 所 羽化した日 トンボの種類 支えの種類 水面からの高さ

①

②

２／２８

２／２９

伊予市市場

〃

５／１６

５／１７

ヤブヤンマ♀

〃

角柱Ａ

〃

５９．６㎝

５９．０㎝

③ ５／１４ こどもの城
（西野町） ５／１９～５／２０マルタンヤンマ♂ 〃 ５９．４㎝

【図３】調査した日ごとの科名と種類の
数と天気・気温・湿度

【図４】１日の最高湿度、最低気温と
トンボの種類の数の関係

【図５】飼育の様子
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④のヤゴ…ヤブヤンマ♀―の羽化の記録

＜まとめ＞
・羽化までの時間や羽化にかかる時間はそれぞれ違った。

日にち 時こく ヤゴの様子

５／２２ ２：００ 変わらず

４：００
４：２０
４：３５

支えの一番上まで上がっている。
はらをふりながら、支えを９０度回る。
上がったり、下がったりする。上がるのは、下がるのより速い。

６：４８
肛門から空気を吸い込み、せ中がふくらんだりしぼんだりを
くり返す。そこで、家の人に報告に行ってもどってみると、
なんと、せ中がわれて、背中が少し出ていた！

６：５６ 頭が出た！

７：０１
前足を引きぬいて、反り返っている。まだ、中足と後ろ足は
出ていない。はらがぬけてしまったら、水中に落下して死ん
でしまう と気が気でなかった。

７：０３ 中足と後ろ足を引きぬき、休けいのしせい。

７：４４
休けいが終わり、起き上がって支えのぼうにつかまった。１
回であっという間だった。これで一安心。羽が伸び始めた。

８：１０ 羽が伸びきったが、まだ黄色っぽい。

８：３０ 羽がすき通り、はらが伸びきった。

１１：０９ いっしゅんの間に羽が八分ほど開き、数秒で全開。

１２：５４ 飛び立った。
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・羽化は、ヤゴが頭を上にして支えにつかまり、水面か
ら全身が出て、支えの一番上まで上り、始まった。

・３種類の支えを用意したが、角柱で羽化するヤゴが多
かった。支えの長さを変えてみたが、どの支えでも一
番上まで上って羽化した。

５ 新しい疑問―羽化の仕方を調べる
３月２１日に四万十市のトンボ公園でサナエトンボ科のトンボの羽化を見た。今回、家で

育てたヤゴとは羽化の仕方が違っていた。羽化の仕方は、他にもあるのだろうか。
＜予想＞ 科目によって違うだろう。
＜調査の方法＞ 本で調べる。
＜結果＞

＜まとめ＞ 羽化の途中の休憩スタイルによって、２つのタイプに分けられる。

６ 考察
東之池では、７月下旬から、トンボの種類が増え始め、１１月上旬までトンボが生息し

ているといえる。
最低気温が下がってくるにつれて、トンボの種類の数も減ってくるといえる。
羽化する時間帯は、日付が変わる前から日付が変わった明け方が多いといえる。
羽化は、ヤゴが頭を上にして支えにつかまり、水面から全身が出て、支えの一番上ま

で上ったところで始まるといえる。

７ 感想
昨年観察できなかったヤゴの羽化の様子が観察できてうれしかった。ただ、観察は、夜

中から明け方で眠くて大変だった。毎回観察するのは無理だったので、おじいちゃんとお
ばあちゃんに協力してもらった。また、トンボにくわしい武智さんと知り合いになり、ヤ
ゴ取りに連れて行ってもらったので、いろいろな種類のヤゴの観察ができた。羽化したト
ンボを僕の指に止まらせると、なかなか飛ばなかった。放すとき、元気でね、と思って放
した。東之池では、毎年、それまで見掛けなかったトンボを見掛けるので、来年も調査を
続けたい。

倒垂型
水面から少し離
れた植物や岩な
どにぶら下がっ
た格好でしがみ
つく。
頭を下にしてぶ
ら下がるスタイ
ル。

羽化にかかる時間は、２～４時間。
ヤンマ科・オニヤンマ科が倒垂型

直立型
水際の泥の石に
乗るような形で
羽化する。羽は、
根元から順に伸
びていく。
殻に対して起き
上がるようなス
タイル。

羽化にかかる時間は、１～３時間。
イトトンボ科・カワトンボ科・サナエト
ンボ科・ムカシヤンマ科が直立型

【図６】水中のヤゴの様子
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